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――森銑三著作事例＿
深井人詩
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（まえがき）個人著作の網羅的調査の一方法として，各種の書誌を類別し，調査ツ
ールとしての長所短所を検討しながら，著作概数と著作分野を把握する。著作の重
複を除き，カードを作り，実物を見て，データを訂正し，記述の統一をはかる。こ
のような個人著作調査の事例として，森銑三著作の場合を報告する。このあとに新
聞記事調査，参考文献調査が予定されるが，本稿はそこまでは及んでいない。
縁あって森先生は昭和25年4月から定年の40年3月まで，本学教育学部で書誌学
を講じられた。戦前からの執筆活動は，近世学芸にたずさわった人々の事蹟を明ら
かにされることだった。図害館に埋もれている写本類を博捜し，世に知られていな
い人物像を発掘された。戦争末期の空襲により，それまでの調査資料の一切を焼失
されて，先生の戦後の研究は，井原西鶴に集中されることが多くなった。西鶴作品
とされているもののうち『一代男』だけが彼の著作である，というのが先生の一貫
した持論であり結論であった。昭和45年から昭和47年にかけて『森銑三著作集』全
12巻別巻 1巻（中央公論社）が刊行され，これに第24回読売文学賞（研究賞）が授
与された。この13冊の著作集は昭和48-49年に普及版が，昭和63年一平成元年に新
装愛蔵版が刊行された。
この別巻に収録の「森銑三著作目録」の作成に参加した筆者は，今回の愛蔵版に
増補の機会を得て，書誌による著作調査の方法を適用してみた。本稿はその書誌調
査の部である。
（類別書誌）森銑三著作を記載している書誌の同類を集め， 12種に分類して検
討する。
(I)蔵書目録 (Il)雑誌記事索引（皿）集合雑誌総目次 (N)一雑誌総目次
CV)出版目録 (VI)文庫目録 (¥ilI)主題書誌 （珊）国語国文書誌
（区）集合人物書誌 CX)個人書誌 (:xr)森銑三書誌 (XI)初出一覧
（凡 例）CI~XII) の書誌群を通して．解説検討文および書誌記述におけ
る凡例。
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書誌解説検討文中の（数字）は，次に刊行年順に列挙して付与した書誌の個
別番号。記述のなかの記事題名や『書名』のあとの（ ）内は編著者名。書誌
記述末尾の点数は著書， 寄稿記事（他者編著書への寄稿など）， 雑誌記事の合
計。数えかたは，その書誌の表現方法にしたがっている。複数冊のものは森著
作を記載している分の冊数のみを示し，記述先頭の刊行年は早い方の年を記し
た。刊行者の日外アソシエーツは，書誌記述を一行におさめたいためと，記載
頻度も多いところから日外と略記している。
(I)蔵書目録 一図書館の冊子目録は相互に寄贈交換が行われ，図書館協力の基本
的ツールとされているが，長期間収書の累積目録であって， しかも索引があって簡
明な編成のものでないと利用されないのが実情である。 (6)は蔵書数の多さと学
術書の収書で利用されるものの随一， (1)は庶民的感覚の収書に特色をもってい
るが， 目録の方は収録期間区分の不規則が原因して利用しやすいとはいえない。書
名索引，著者索引がともにこまかく付録されているが，分類区分や収録区分に対応
していて，かえって使いにくい。 20年か30年区切りでの累積索引が再編集される必
要がある。 (2)と (5)はともに東京で戦火の時代を潜り抜け，焼失をまぬがれ
てきた費重な本である。前者は博文館社長大橋新太郎の経営した大橋図書館旧蔵書
で，森著作は昭18『支那童話瑠璃の壺』など。後者は東京市立三館時代の市民閲覧
書，森著作は昭15『宮本武蔵言行録』などがある。大学では長期間累椴索引のある
(3)と (4)を見た。 (4)では校訂本もわかる岩波文庫の森校訂書4種中2冊
昭11『駿台雑話』 (4冊），『雲坪雑志』を索引できた。校訂者まで索引できること
は，著者性の分析が高度であることを示している。
(1)昭43 『東京都立日比谷／中央図書館蔵書目録』 同館 12冊 39点
(2)昭45 『三康図書館蔵書目録 児童・文学書編』
三康文化研究所 2冊 6点
(3)昭53 『東洋大学図書館蔵書目録 6 索引編』 同館 1冊 7点
(4)昭54 『青山学院大学図書館蔵書目録 3 著者名索引』 同館 1冊 17点
(5)昭58 『東京都中央区立京梱図書館蔵戦前図書目録』 同館 1冊 4点
(6)昭62 『国立国会図書館蔵書目録昭和23-60』 同館 16冊 98点
(II)雑誌記事索引 (1)この索引は昭和23年頃から国立国会図書館が，納本される学
会誌大学紀要を主に採録対象にした記事索引を，当初は季刊，後に月刊で出して
いたものを再編集したもの。 11主題分類を本体にして，収録期間区分，昭和23-39,
40-49, 50-54, 55-59年に対応する 4冊の著者索引があり，森記事は23-54年に多
い。昭和60年以後の調査は，没後で森記事は無いが，累積版も未刊で，国立国会図
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書館編集の季刊版をみること。季刊版は分類項目は粗いが，各冊著者索引を付して
いる。 (2)は戦後の週刊誌，婦人雑誌，マイナーな総合誌，専門誌をも採録対象にし
ている。人名編は他者記事の参考文献だけのはずであるが，自伝記事や個人著書の
書評を含んでいる点を注意する。
(1)昭50 『雑誌記事索引人文社会編累積版総合索引著者名編』
日外 4冊 57点
(2)昭60 『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録 人名編 6』 同文庫 1冊 7点
（皿）集合雑誌総目次 ー雑誌の目次をすべて巻号順に配列したいわゆる総目次を，
同類誌のものを多数集めて，その分野の記事検索に供するもの。下記3点は著者索
引があるが，ないものが多い。 C1)は56種， (2)は230種， (3)は270種の雑誌
の総目次である。それぞれ書物，民俗， 日本史関係以外の記事は除かれていること
を留意しなければならない。森著作は「書物展望」「本道楽」「歴史地理」「歴史と
国文学」などに多くみられ，珍しい「女性と経験」などへの寄稿もある。
(1)昭50 『書物関係雑誌細目集覧 1,2』 日本古書通信社 2冊 160点
(2)昭53 『民俗学関係雑誌文献総覧』（竹田亘） 国書刊行会 1冊 4点
(3)昭58 『日本史関係雑誌文献総覧 上，下』 国書刊行会 2冊 80点
CN)一雑誌総目次 創刊以来50号100号300号などの節目を迎えた雑誌が記念に付録
または別冊で総目次をつくる。大学紀要や一分野のコアジヤーナルのそれは専門論
文の調査に非常に利用される。記念号に総目次を掲載することが堅実な学会誌の証
明になっている。民間学者ながら国立私立大の学会誌 (2)(3)執筆は学説が信
頼されていることを物語る。古書の業界誌 (5)への寄稿は近世，明治の人物随筆
で気楽な雑文ながら興味深く， 長期連載も， 自身気に入りの執筆活動であったろ
う。塙保己ー研究誌 (6)への寄稿は，青少年向け『物語塙保己ー』刊行へとなっ
て行く。
(1)昭30 読書春秋 1-6 総目次「読書春秋」6(12) 国会図書館 1冊 20点
(2)昭40 『国語と国文学 1-500 総目次』 東大国語国文学会 1冊 9点
(3)昭48 国文学研究 1-50 総目録「国文学研究」 51
早稲田大学国文学会 1冊 3点
(4)昭48 『ひびや 1-110 通巻索引』 東京都立中央図書館 1冊 39点
(5)昭59 『日本古書通信 1934-1983 総目次』 日本古書通信社 1冊 279点
(6)昭61 混故叢誌 1-40 総目録『塙保己一論纂 下』 温故学会 1冊 3点
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CV)出版目録 戦前の出版年鑑は図書館ではもう楊みがはげしく，使用不可能だが
複製ができて，不連続ながら調査が可能になった。大正年間の『文芸年鑑』に例が
あるが，著者別目録 (2)が昭和15年という時期に編集されていることに驚く。
C 1)には，昭和27年版から著編訳者索引があって，年毎には個人著作調査ができ
たが，『日本件名図書目録』の著者別目録 (3)ができて戦後40年が 3度の検索で
即座にわかるようになって有難い。本の内容が解説してあるものが年刊ででる。し
かも著者索引，書名索引付 (4)とは電算機編集の威力だろうか。帯に書かれた宣
伝文句程度の解説から，価値評価の一言が記されるようになってほしい。注文すれ
ば購入できる本だけがリスト化されている出版社在庫本の総合目録 (5)は，その
有効性を保つため毎年改訂が必要。ア‘ノケートを続けて10年，年乎均五万冊の加除
を繰り返してきた実績がある。 NDC編成のもの C1)に較べ書名の部を本体とし
た索引編は，著者名50音順項目のものと書名50音順に著書がならぶ。しかしこの著
者名索引は同姓同名で異人の湯合が識別されていないのが欠点である。
(1)昭27 『出版年鑑 1952-89年版』 出版ニュース社 29冊 139点
(2)昭61 『昭和書籍目録 1940 総索引』 ゆまに書房 1冊 3点
(3)昭62 『日本著者名総目録個人著者名 1948-88』 日外 3冊 118点
(4)昭63 『プックペイジ 1989』 プックペイジ刊行会 1冊 4点
(5)昭64 『日本書籍総目録 1989 索引編』 日本書籍出版協会 1冊 72点
(V[)文庫目録 文庫本は各社とも解説目録があり，それも一冊中の短編個々の作品
名で索引できるようになっている。文庫本の我が国における元祖岩波は解説目録の
手本であったが，今度 (1)は編年体の刊行年表に索引を付す新方式の先鞭をつけ
た。書店店頭での使用は (3)が圧倒的に多い。それは著者別書名順が本体であっ
て，同じ著者の本を読み進むという読者の読書傾向と一致しているからである。
(2)は書名順で，その本がどの文庫に入っているか早く検索できる。店頭で，客
への即答用に作られたものであろうが，図書館の参考業務用には用途が狭い。
(4)の森著作は現在『明治東京逸聞史』と『宮本武蔵の生涯』の 2点である。
(1)昭62 『岩波文庫総目録 1927-87』 岩波書店 1冊 7点
(2)昭62 『総合文庫目録 1988』 日販内刊行会 1冊 3点
(3)昭63 『便利な文庫の総目録 1988』（森浩太郎） 文庫の会 1冊 4点
(4)昭63 『新書総合目録 1989』 文鳥堂書店内刊行会 1冊 2点
頃）主題書誌 特定主題に関する文献があつめられた目録。よく使われている単行
書形態のものを調査。汎用書誌を見ていてはでてこない， 戦前の記事が発見され
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る。森著作は (1)(2) (6) (9)では蘭学者や画家， (3)(5)では儒学者や
篤憐家に関する記事が多い。 (8)は歌舞伎役者の記事で，森の趣味にかかわる世
界である。勤めも学歴も仕事場も図書館に関係が深かったので，かえって正面から
論じたものはないが， (7)には図書館に関する所見が多少みられる。
(1)昭6 『仏教学関係雑誌論文分類目録』 龍谷大学出版部 1冊 1点
(2)昭16 『東洋美術文献目録』（美術研究所） 座右宝刊行会 1冊 21点
(3)昭45 『日本史文献年鑑』（地方史研究協議会） 柏書房 5冊 18点
(4)昭56 『出版関係文献要覧上』（弥吉光長ほか） 日外 1冊 56点
(5)昭57 『関東近世史研究文献目録』（同史研究会） 名著出版 1冊 2点
(6)昭57 『戦時下の言論下』（福島鋳郎，大久保久雄） 日外 1冊 1点
(7)昭58 『図書館情報学研究文献要覧』（深井人詩， 目黒聡子）
日外 1冊 3点
(8)昭59 『近世演劇研究文献目録』（近松の会） 八木書店 1冊 5点
(9)昭59 『洋学関係研究文献要覧』（日聞学会） 日外 1冊 74点
（珊）国語国文書誌 主題書誌のなかではこの書誌群がとりわけ多く森著作を発見で
きるので別扱いにした。過去の成果の上に積み重ねられてこそ研究であるが，その
調査のためのツールである戦前の書誌 (1)は貴重である。戦前から戦後への谷間
が，個人的な努力でうめられたよい例である (2)は，本書誌調査で唯一著者索引
のないものである。索引がなくて検索に時間がかかる書誌は， よいツールとはいえ
ないが森著作が一個所でみつけられること，この期間を対象にした (8)にない記
事がみられるのでとりあげた。 (8)も (2)があって，その影響で昭和16-37年
の間が編集されたとおもわれる。昭和13-60年の間，森銑三著作活動期に重なって
これらの書誌群があって，調査の追漏をふせげることは有難いわけである。戦中戦
後は個人的努力や民間会社で，現今は国立国語研究所，国文学研究資料館などの国
立機関で編集刊行されていることも，時代の流れながら特筆される。
(1)昭16 『国語国文学年鑑昭和13-15年』（久松潜ー ） 靖文社 3冊 39点
(2)昭32 『国語国文学論文総目録』（斎藤清衛） 至文堂 1冊 4点
(3)昭34 『国語年鑑 昭和34-59年版』（国立国語研究所）秀英出版 16冊 26点
(4)昭40 『国語国文学研究文献目録 昭38-42』（東京大学国文学会）
至文堂 4冊 10点
(5)昭45 『国文学研究文献目録昭和47-51年版』
国文学研究資料館 5冊 55点
(6)昭52 『日本文学研究文献要覧 近世，現代編』 日外 2冊 17点
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(7)昭54 『国文学年鑑 昭和52-60年版』 国文学研究資料館 9冊 99点
(8)昭59 『国文学研究文献目録 昭和16-37年』国文学研究資料館 1冊 63点
（区）集合人物書誌 多くの人名項目のもとに，その人物の著作や参考文献をリスト
化したもの。一個人の文献目録すなわち個人書誌を多数集めたものともいえる。
(1)は森自身が昭10「歴史と国文学」や昭11「伝記」に連載した近世人物の資料
目録を丸山季夫， 稲村徹元， 北川博邦が増補再編したもの。人名830項目， 文献
7,800点が数えられる。森著作は99点だが，『森銑三著作集』収録文献であることが
多い。『著作集』未収録の， 近世学芸人関係雑誌記事が， もう少し入った方がよか
った。 (2)は国立国会図書館の『雑誌記事索引』における執筆多数者を計誠選択
して， 65/76は10,000名の， 77/82は13,000名の人名項目を設定し，一項目につき雑
誌執筆記事と著書，参考文献をガイドしている。森項目は両編にある。
(1)昭48 『近世文芸家資料綜覧』（森銑三ほか） 東京堂出版 1冊 99点
(2)昭54 『現代日本執筆者大事典 65/76, 77/82』 日外 2冊 36点
(X)個人書誌 森が研究対象にしている人物の他者作成書誌を調査すれば，そこに
森著作が発見される。森著作の思いがけないものが発見されたり，収録されて当然
のものが多数おちていることがすぐにわかって，その書誌の評価が容易にできる。
森の近世や明治の人物評伝は多いので，他者作成の近世個人書誌が発見されればさ
れるほど，未発見の森著作が発見されることもまた多くなるわけである。
(1)昭55 熊沢蕃山参考文献目録（飯沢文夫）『蕃山全集 7』
名著出版 1冊 2点
(2)昭59 西鶴文芸研究文献目録『西鶴の文芸』（白倉一由）新典社 1冊 50点
(3)昭60 井原西鶴『大宅文庫雑誌記事索引総目録 人名編 1』
同文庫 1冊 3点
(4)昭61 塙保己ー関係参考文献要覧（大鹿久義）『塙保己一論纂下』
錦生社 1冊 9点
(5)昭63 幸田露伴資料年表（玉井美枝子）『近代文学研究叢書 61』
昭和女子大学 1冊 11点
(6)平 1 『西鶴考作品・書誌』（金井寅之助） 八木書店 1冊 1点
（刃）森銑三著作目録 (1)は，著者存命中の昭和47年の時点で，『森銑三著作集』
編集のためにも，最も網羅的な調査収集を目指して作成され， 13巻目の別巻に付録
されたものだから，数量が最も多いのは当然である。しかし調査期間は，一年間し
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かなかったから，多くの未調査部分を残して発表された。この書誌における (3)
(4)の逸文数醤ほ54点である。戦後西鶴研究に打ち込んだ森の関係著作をその時
点で網羅したものは C2), 森追悼著書目録は (5)と (6)であった。
(1)昭47 森銑三著作目録（深井人詩，目黒聡子）『森銑三著作集 別巻』
中央公論社 1冊 1,214点
(2)昭52 森銑三西鶴関係述作目録（小出昌洋）『西鶴三十年』
勉誠社 1冊 185点
(3)昭55 森銑三先生の逸文（林真）「本の周辺」 19 新生社 1冊 30点
(4)昭58 森銑三著作目録の遣漏他 (1-24)C向田豊作）
「ももんが」 27(8)-30(5) 乙骨書店 24冊 24点
(5)昭60 森銑三著書目録（深井人詩）「日本古書通信」 50(4) 
日本古書通信社 1冊 89点
(6)昭61 森銑三著作覚え書（小出昌洋）「ももんが」 30(8) 
乙骨書店 1冊 95点
(XII)初出一覧 森銑三書誌の一部分であるが，著書の巻末に収録された初出一覧が
ある。収録記事の初めの発表誌紙に巻号年月を添えたもので，下記にみるように発
表誌一覧ほか各種の呼称がある。初出ばかりではなく，転載・再録がわかることも
あれば，関連著作の紹介もある。関連著作には他人の著作の紹介もあるが，ここで
は勿論森著作のみを数えた。著作探索のツールとして，詳細に検討し，正確に文献
形態を識別すれば，関連して多くのものを発見できる書誌である。
(1)昭44 後記 『明治人物夜話』（森銑三） 東京美術 1冊 52点
(2)昭50 掲載誌年月 『西鶴一家言』（森銑三） 河出書房新社 1冊 30点
(3)昭57 発表紙誌一覧 『明治人物閑話』（森銑三） 中央公論社 1冊 33点
(4)昭60 発表誌一覧 『史伝閑歩』（森銑三） 中央公論社 1冊 37点
(5)昭61 初出一覧 『随筆集砧』（森銑三） 六興出版 1冊 54点
(6)昭61 初出一覧 『随筆集木菟』（森銑三） 六興出版 1冊 54点
(7)昭63 編輯後記 『人物くさぐさ』（森銑三） 小沢書店 1冊 38点
(8)昭64 編輯後記（小出昌洋）『宮本武蔵の生涯』（森銑三）
三樹書房 1冊 10点
(9)平 1 後語解説（小出昌洋）『伝記文学初雁』（森銑三）
講談社 1冊 24点
(lq平 1 後記解説（小出昌洋）『近世人物夜話』（森銑三）
諧談社 1冊 51点
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（あとがき）森銑三先生は明治28年9月11日，愛知県刈谷に出生。昭和60年3月7
日，神奈川県藤沢市で死去された。享年89歳。大正4年，刈谷町立図書館に入り 2
年半勤務。大正12年，市立名古屋図書館に入り 2年間勤務。大正14年上野帝国図書
館内文部省図書館講習所に入学，翌年卒業。大正15年，東京帝国大学資料編纂所に
入り， 13年間勤務。昭和1牡且尾張徳川家蓬左文庫主任となり 3年後，辞任。以後
都内主要図書館に通い， 近世人物資料を調査，おびただしい評伝類を執筆された。
このように見てくると，森先生はその職業においても業絞においても，ほんとうに
図書館人であったとおもう。今回図書館で著作を調査探索していると，30年の昔，
書庫内でよく目にした森先生の姿が，図書館人であった利用者として思い出されて
くる。通勤された弘文荘の30年間には古写本 ・古典籍類の解題目録を 1万数千枚書
き残された（反町茂雄「カード取りの森さん」森銑三著作集月報 1.『一古書陣の
思い出 4』昭63)という。
本稿前文にのべたように森先生の戦後は西鶴関係の論考が多い。高崎からでてい
る月刊同人誌 「ももんが」への寄稿194篇，自費出版の「一代男研究」（個人社） 5 
冊へは30篇，単行本と してまとめられているものは『西鶴と西鶴本』（元々社），
『井原西鶴』（吉川弘文館）， 『西鶴本叢考』（東京美術），『西鶴一家言』（河出書房
新社），『西鶴三十年』（勉誠社），『一代男新考』（冨山房）の 6冊である。勿論この
ほか都立中央図書館館報「ひびや」を中心に発表された黄表紙の解説は『黄表紙解
題』（中央公論社） 2冊となっており ．近世明治の人物雑考は昭和46年創刊の 「中
央公論歴史と人物」に限っても46篇，晩年も著作意欲は衰えをみせなかった。
昭和47年の『著作集別巻』の「著作目録」には 1,214点，今回の新装愛蔵版別巻
（平成元年10月）の目録には，353点を増補し，総計1,567点とした。小出昌洋氏を
はじめ，ご援助いただいた方々に，この場をかりて深謝申し上げる。
（ふかい ひと し 図書館和書データベース化事業室）
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